































































側･舌側ともにA群と比較し, B群のほうが高かった｡ Mann-Whitney's U-test (p<0･05)の結果,舌側に
おいては有意差を認めたが,頼側では有意差を認めなかった｡ ⑥HA/PLLA周囲の組織反応は, A群, B群
ともHA/PLLAは線維性結合組織を介さず周囲の骨と直接接している部分が認められ　炎症細胞浸潤は認め
られなかった｡これらの結果より, HA/PLLAを応用した骨延長装置による垂直的歯槽骨増生は可能である
こと,延長領域に埋入したインプラント体安定性向上および高い骨結合獲得のためには,延長領域に対して適
切な保定期間を設定し,延長額域が成熟骨に置換されてからの埋人が推奨されること, HA/PLLAの組織為
害性が非常に少ないことを考察している｡
以上本論文は,生体内吸収性材料HA/PLLAを応用した骨延長装置による垂直的歯槽骨増生の有用性を示
し,延長領域に埋入したインプラント体周囲の組織学的知見を明らかにした.これらはヒトでの有効な施術方
法の示唆に富み,基礎的及び臨床的問題の解決に寄与するところが大きい｡よって本論文は博士(歯学)の学
位授与に値するものと認める｡
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